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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞質リンカー関連タンパク質1（CLASP1） CLASP1などのホモサピエンスのCLASPは、非運動性微小管関連タンパク質であり、CLIP（例：CLIP170、MIM 179838）と相互作用する。CLASP1は、キネトコアおよび紡錘体全体における微小管の動態制御に関与する（Maiato et al., 2003 [PubMed 12837247]）。[OMIM提供、2008年3月] 機能：微小管プラス端追跡タンパク質。動的な微小管の安定化を促進する。遊走細胞において、細胞質微小管配列を細胞の先端に向かって分極させるのに必要である。細胞皮質で作用し、脱重合微小管のプラス端をERC1およびPHLDB2からなる皮質プラットフォームに付着させることにより、脱重合微小管の救済頻度を高めると考えられる。この皮質微小管安定化活性は、少なくとも部分的にはホスファチジルイノシトール3キナーゼシグナル伝達によって制御される。また、有糸分裂紡錘体における染色体の双極性配列に不可欠なキネトコアにおいても同様の安定化機能を果たす。,PTM:DNA損傷時に、おそらくATMまたはATRによってリン酸化される。,類似性:CLASPファミリーに属する。,類似性:7つのHEATリピートを含む。,細胞内局在:微小管プラス端に局在する。前中期からは中心体、キネトコア、有糸分裂紡錘体に局在する。その後、後期からは紡錘体中間層に、終期からは中間体に局在する。遊走細胞においては、細胞体内では微小管のプラス端に、ラメラ内では微小管格子全体に局在する。細胞表層に局在し、ERC1とPHLDB2を必要とする。,サブユニット：CLIP2、ERC1、MAPRE1、MAPRE3、微小管、PHLDB2、およびRSNと相互作用する。ERC1との相互作用はPHLDB2を介している可能性がある。,
	研究分野
	微小管ダイナミクスの制御
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	CLASP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	CLASP1抗体を用いたJurkat細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CLASP1ポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いたSH-SY5Y細胞のウェスタンブロット解析

